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まつかげひろゆき：
アーティスト。1965
年福岡生まれ。88
年大阪芸術大学卒
業。個展を中心に

国内外で活動。写真、グラフィッ
クデザイン、ライターなど幅広く手
掛け、アート集団「昭和40年会」、
宇治野宗輝とのロック・デュオ「ゴ
ージャラス」での音楽活動でも知
られる。
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ホシに願いを

この春の流行はまたしても星柄。サッポロ黒ラベルや

ハイネケン、セブンスター、ロックスター矢沢永吉、そして

昨年9月のテロ事件以降、過剰なまでに目にする星条旗

にも燦然と輝く五角形の星＜★／五芒星＞をあしらった

ファッションが、有名無名のブランド構わず、華のように店

頭に並んでいる。5年程前に大々的にリバイバルして以

来、何度となく繰り返されるにつれ、そのサイクルがどん

どんと狭まっているように思えるこの星柄は、もはや好き

嫌いを問わず、ひとつの定番アイテムといってもいいかも

知れない。オレ自身、作品の中に、グラフィックやロゴ／タ

イポ仕事に、またステージ上で着る衣装にと、ことあるご

と星を引用してきただけに、この現象はうれしいやら悔

しいやらちょっと複雑な心境だ。実際2年前に発表し、現

在世界中を巡回して話題になっているオレの代表作とも

いえる作品の名前が、ズバリ「STAR」だから、いかにオ

レが星好きかがわかるだろう。

「何故、ホシをほしがるのか？」

シャレにもならないフレーズだが、連載第一回は、そこ

らへんについて考察を巡らせてみることにしよう。「21世

紀型宇宙ブーム」「流星群」「80'sリバイバル」等の表層的

な見解はさておき、まずは五角形を基にしたシンプルな

その形。なんたって相当古くから認知されプロテクトフリ

ーで使用され続けている人気のシンポルマークだから、

作者やその起源を辿ることは難しそうだ。たぶん数学的

見地から生まれたものではないか？ もしくは、五つの

ギザギザが、キラキラと夜空に輝くシャイニングスターの

きらめきを図式化したものだと考えて間違いはないだろ

う。でもそれだけなら、ギザギザが四つのものでも六つ

のもの（ダビデの星）でもいい。事実、レンズ越しに光源

を見た場合には、光の放射が上下左右のクロスを軸に

広がって偶数的だ。ところが、やはり星といえば★印。各

国の旗には国家の象徴として、KISSのポール・スタンレ

ーの顔にはロックスターの印として、問題の雪印の真ん中

にも★の形。万国共通で★印すなわち、星／スターと伝

わる。

有名アートディレクターのGさんは、「星印みたいにシン

プルで力強くて、おまけにカワイくもあって、強烈に象徴的

なデザインはなかなかない。星印に勝るシンボルを産み

出すのが僕の永遠のテ－マなんだよね」と、ずいぶん★

を持ち上げる。オレにしてもいわずもがなで、もっと突っ

込むならそれは、「人間の形を図式化した」形だと思う。

頭と両手両足の五つを、ほぼヘソを中心に放射状に広げ

た姿勢を簡略化したものだと読み取ってみる。いわば

我々の身体を見事にシンボライズした究極のフォルム、ひ

とつのポートレートの形として完成されたものと考えるの

だ。ゆえに単なるクールな幾何学形体というよりはむし

ろ、“キャラクター”として存在しているから親近感が湧く

のだ（とは言い過ぎかな）。ちなみに、似たフォルムをも

つのに、漢字の“大”の字がある。大きな山や大人を表

すこのチャイニーズキャラクターの、ドカッと仁王立ちして

いて、なおかつ開いている感じ。魔除けや守護の形とし

ても崇拝されていることからもうかがえるように、それが

まさに、前述した永ちゃんやポール・スタンレーやデイヴィ

ッド・ボウイー、さらには、ジーザスクライスト＜スーパース

ター＞などの、多くの人が拠りどころとするビッグな“スタ

ー”の存在と相似する。調子良く続けると、犯罪者を追う

刑事は、犯人を「ホシ」と呼ぶ。この手の映画やドラマで

は、たいがい犯人役をアラン・ドロンやアル・パチーノなど

男前のスターが演じる。そういう点から星は、「主役」の

シンボルだということも見えてくる。

ゆえに★印は、オシャレに敏感な少女たちにも、マッチ

ョな男心にもグサッと刺さってくるのである。

古今東西を問わず歌い継がれるスタンダードナンバー、

もしくは量産されるポップスの中で、「星に願いを」「スタ

ーダスト」「星影のワルツ」など、星にまつわる名曲が無数

に存在することからもうかがえるように、我々が星に託す

願いや思いははかり知れない。また、「人は死んだら星に

なる」という定説ポエジーも見逃せないだろう。つまり、

「いつでもご先祖さまが夜空から見守ってくれている」と

いう発想こそ、人間のもろさ、はかなさ、情けなさ、可笑し

さ、そして美しさを象徴している。無論、オレが星をテー

マに制作を展開していることのすべては、人間の生に執

着するがゆえの死への恐怖と憧憬、はたまたスターや強

者を求めて止まない人間の思考回路についての考察と

見解なのである。

不況に戦争に汚職、さらにはあらゆる価値観がひっく

りかえろうとしている21世紀のスタートラインという今に、

またしても★が出没しているというこの現実を、あなたな

りに考えてみるのも面白いのではないだろうか。
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